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The Role of Clinical Psychologists in Judgment 














































 ①鑑定に関する契約 → ②鑑定日時と方法の決定 → ③鑑定の実施 → ④鑑定結果に関
する検察側との面談 → ⑤報告書提出 → ⑥裁判での証言に関する弁護側との面談 → ⑦















































 1回目：PFスタディ，SCT  2回目：バウムテスト，TAT 3回目：ロールシャッハ・テス
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